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ロ シ ア語名詞述語の 意味的機能 に関する一 考察
＊

臼 山 亅−矛 信

　　　　　　　　　　　　　　　　　 は じめ に

　 い わ ゆ る 合成名辞述 語 に お い て
， 動詞部分 を連辞 6HTb が 担 い

，
か つ

， 名辞

部分が名詞で 表され る場合 ， 過去時制 で は ．主格形 もし くは 造格形 を取 る こ とが

知 られ て い る 。 現代標準語 にお い て は
， 造格述語 の 優位性が指摘 され て い るが ，

歴 史的に は
，

主格述語 の 出現が 先で
， 造格述語が広 く見 られ る よ うに な っ たの

は
， 比 較 的新 し くほ ぼ 17 世紀 半 ば以 降 で あ る （naT ・KoBa

，
1−37 ；IIIBenoBa，60−

66）。

　従 来 ，
こ の 二 つ の 述語形式の 意味 的な機能の 相違 を巡 っ て様々 な解釈が な さ

れ て きた 。 そ の 多 くの 場合 は ， 「恒常的特徴 ・・OOTOHHH ・Wt　fiPM3HaK 」 と 「
．一．．一
時的

特徴 BpeMeHH 祕 ・lpM3HaK 」 （ne ・・IKoBcKvath ，224； BynaxoBcKtm ，237）， 「本質的特

徴 cymecTBeHHHfi 　 fip ” 3HaK 」 と 「非 本 質 的特 徴 Hecy ・・lecTBeHHslfU 　npz3HaK 」

（BycnaeB ，264）， 「絶 対 的 特 徴 a6conroTHbifi 　 npH3HaK 」 と 「相 対 的 特 徴

oTHoovaTenbHNfi ・lpH3HaK 」 （Mazon 、364） な どの よ うに 名詞 成分 に 現 れ る 意味

ニ ュ ア ン ス の 相 違 と して 捉 え た も の で あ っ た 。 中 で も， nemK 。 BCKtafi や

Bynax ・BCHnfi に よ っ て 定式化 され た 「主 格述 語 は主語 に 立 つ 対 象の 恒常的特徴

を表 し， 造格述語 は
．．一

時的特徴 を表す」 とい う言説 は ， 科学ア カ デ ミー
の 60年

文法に お い て採用 され （PpaMM ．aTHKa 　60
，
425），

一
つ の 宥力 な解釈 と して こ れ

まで 比 較的広 く受け入 れ られ て きた 。

　 しか しなが ら， 実際 に， こ の 立 場か ら無理 な く解釈 で きる文例 は
，

む しろ少

ない ように思 われ る 。

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

〔6）

OH 　6Hn　OTyAeHT 　Mpy ．

OHa 　6bixa　rrepoBoKaa 。 c 冊 双a ．

BTo 　BpeMH 　 H 　6H − eH 尺e
．
HH 照 eHep ．

To 叩 aMHcMH 皿 e苴 6H ∬ H 耳py3b凡

Aa跚 只P　6H ∬ KopellIIHM 　IIa 皿 HM 　3eM 朋 KoM
，
　ypomeHqeM 　amrra ．（A 血TMaToB ）

My 肥 HHa 　 JZertoTBnTellLHo　 6LM　 Hx 　 oT ロoM
，
　 Ho 　 lie　 TeM

，
1｛oTop 曲 paGTHT
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　 GBOHX 　AeTe 血．（10、　UyCHMa）

（7）　JloypeHc　ApaBn 覈oK 舩 　6H π 　6e丑HM 　哩e 汀oBeKoM ，
　 Ho 　TeM 　He 　MeHee

　 noab30Balc 月 TaxvaM 　 MeTonOM ，（R ．03〕

（8） M ・ xa 即 丑・ M … c ・B　6H ・ 9興 9鯉 爭興 撫 鬘9躑 9胆 ．興嬰 9R9職 聡
・

　例えば ， 文例（IX2）は ， 専 ら
一
時的な身分 を表す述語名詞が 主格 に立つ ケ

ー
ス

で あ り， 文例（3）（4）は ， 主格述 語が 時の 状況語 と結 び付 い て 一 時的特徴 を表す

ケー ス で ある
。 また 文例（5＞〜（8）は ， 造格述語が

一
時的特徴を表 して い る とは思

われ ない ケー ス で ある 。 こ の よ うな文例 は例外的な ケー ス で は な く，文法的に

違和感 な く許容され る もの で ある
。

こ うした事情を考慮 した ためか ， 70年文法 ，

80年文法等で は
， 過去時制及び未来時制に お け る主格と造格の選択の 可能性 を

指摘 し なが ら も，両者 の 機能的意味に 明白な差異 を認 め ず ， 造格述語 の 使用 が

よ り規範的で ある とする に留 まっ て い る
ω

。

　そ こ で 本稿 に お い て は ，名詞 の主 格述語及 び造格述語の 意味 的機能 に関す る

我々 の 仮説 を提出 し
， その 理論的な考察 と具体例 の 解釈 を通 して

一
定の 有効性

を示す こ とを目標 と したい
。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　上 記文例 の 述語名詞 は すべ て 人 を表す名詞 で ある が
， それ らは 基本的 に次の

三 つ の タイプ に分 ける こ とが で きる 。

  時間の 経過 と と もに 自動的 に別の 属性へ と移行す る タイプ （州 ：1）「大学

　　生 」（2）「一年生 」）

  時間的経過 にお い て別 の 属性 と交代す る可 能性が ある タイ プ （
一
一 （3）「技

　　師」（4＞「友人」）

  時 間の 経 過 に 関係 な くそ の 属性 が 保持 さ れ 続 け る タ イ プ （→ （5）「同郷

　　人」（6）「父」（7）「白人」（8）「創 立者」）

　 も し  の タイ プの 述語名詞が基本的に主格形 を取 り，   の タ イ プの 述語名詞

が 造格形 を取 る の で あ れ ば
，
60年文法 の 解釈 と符合す る わけで あ るが ，現実の

使用で は ，
い ずれの タイ プ も主格形 ， 造格形の 双方 と もに取 る こ とが で きる 。

また   の タ イプ の よ うに 時間の 経過 と と もに別 の 属性 に変 わ る可能性の ある名

詞 につ い て は ， 造格述語 を用 い た 場合 ， 確か に ト
・
時的特徴」 と結 び付 きやす
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い 傾向性 は認め られる よ うに思われ る。
だが ， （3×4）の よ うに主格述語が 「

一
時

的特徴」 を表す こ とは 容易に で きる の で ある 。 した が っ て ，名詞述語が 「恒常

的特徴」を表すか
， 「

一
時的特微」を表すか とい う問題 は

，
基 本 的に は  ，  

の タイ プの よ うに名詞の 語彙的性格に よ っ て 決まるか ， あ る い は  の タ イプの

ように 文脈に よ っ て 決まる と考え られ る わけで あ る 。

　こ の よ うに 見て み る と 「恒常的特徴」 を主格述語に ， 「
一

時的特徴」 を造格

述 語に結び付け る理論的な根拠 は原則的に存在 しない とい うこ とが わ か る 。 私

見で は
， 60年文法に代表され る解釈は 主格述語 と造格述語 の 意味的機能の 本質

その もの を説 明 した もの で は な く， そ の 本質 との 結 び付 きやす さか ら生 じたあ

る種の 傾向を捉 えた もの で ある と思 われ る 。 故に
，

主格述語 と造格述語 の 意味

的機能の 本質は従来の 見方 とは ま っ た く別の 側面 にあ る と考える 必要が あ る 。

　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　2

　そ こ で我 々 は，述語名詞に意味解釈の 重心 を置 く従来の 態度か ら離れ
， 主語

名詞 ， 連辞動詞 ， 述語名詞 を含む構文全体を視野 に入れて
， 連辞構文の 性格 ，

主 語名詞 と述語名詞の 語彙的意味 ， また両 者の 内的 ・論理的相関性 ， そ して述

語 名詞 の 格機能の 特性等 を踏 まえ，次の よ うな仮説を立 て た 。

「主格述語 の 意味的機能の本質は ， 主語名詞の 表す具体的指示対象 と述語 名詞

の表 す属性 を同
一格形式で結ぶ 全面的提示機能に あり ，

一
方 ， 造格述語の それ

は
， 主語名詞の表 す具体的指示対象 と述語名詞の表 す属性 を従属的 な関係 で結

ぶ 部分的提示機能 にあ る」
 

こ こ で こ の 仮説 に到 っ た経緯に つ い て 少 し説明 したい
。

（9）　OH　ygHTe 」Ib 、

　文例（9）は ， 意味的に 二 通 りの 解釈が 可能で あ る と思 わ れ る 。 まず
一

つ は
，

「彼 は 教師とい うカ テ ゴ リ
ー に属す る」 とい う外延の 広 さ （・H ＜ ygvaTeab）か

らみ た解釈で ある （図 1 ）。 もう
一

つ は ， 「彼 は教師 とい う属性 を有して い る」

とい う解釈で ， こ れ は ・H その もの を属性の 全体集合 と捉え ， 述語 yqZTe 」 b を

そ の 中の
一一es性 とみ なす立場で ある （図 2）。

　こ の 二 つ の 解釈の 違い は
， 名詞成分の 意味的な色合い に大 きな差異 とな っ て
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図 1　 0H （被包摂者） と ygmenb （包摂特徴） の包摂関係

図 2　0H （属性の 全 体集合） と ygmenb （一属性 ）の 包含関係

現 れ る 。 この
“
OH　yqvaTexb．

”
とい う文 で は ，

　 OH が構文的に は主語で ある と考 え

られ る が ， 「彼 は教 師 とい うカ テ ゴ リ ー に 属す る」 と解釈 され る 第
一

の ケ ー ス

で は ， 述語 yqXTenb が主要成分 とな り，
　 OH が yqvaTenbで あ る こ と自体何 か価

値 を持 つ とい う発話状況が想定 され る 。 そ して
，

こ こ で は 主語で あ る OH の 現

実の 様々 な側面 が 述語 y服 Te 恥 に よ っ て そ の 背後に 覆 い 隠 され て しま う， 逆

に言 えば
， 主語 。H の

…属性 で ある ygMTe ” b を全面 的に提示す る とい う効果が

生 じる
。 そ の 意 味で 述語成分 ynzTexb は

， 文 中 に お い て 自立 的な存在 と して

機能 して い る 。 そ れ に対 して 「彼 は教 師 とい う属性 を有 して い る 」 と解釈され

る 第二 の ケ
ー

ス で は
，

OH が あ くまで も主 要成分で あ り，　 yqmeub 自体 に何 か

特別 な価値が置かれ て い る わけで は な く， yqvaTells を OH の 単 なる
一

つ の 属性

と して提示す る 発話状 況が 想定 され る 。
こ こ で は ， yqnTenh 以外 の ・ H の 現実

の 様 々 な側面 が 背後 に押 し隠 され る とい うこ とは な く， ygHTe 、lb をは じめ と

する 多種 多様 な属性 を備 えた存在 と して ， ・H が そ の ま ま提示 され る とい う効

果 が生 じる 。 そ の 意味で ， ygHTe ”b は 自立 的 で は な く， ・ H に従属 す る副次 的

な成分 と して機能 して い る 。
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　我 々 は こ こ で ， 現代 ロ シ ア語 の 現在 時制 に お い て は， 通常
“
OII　ygmTenh ．

”
と

い う文の 二 つ の 意味解釈 を可能 にす る ような形態 レ ベ ル で の 文法表現形式は存

在 して い ない
， そ れ に対 して 過去時制 ， 来来時制に お い て は そ れ が 存在 し ， 他

な らぬ 主格形 と造格形が その 文法形 式に相 当す るの で はな い か と考えて み た 。

つ ま り， 主語で 表 され る あ る特定の 人 間が過去にお い て有 して い た属性の 中の

…
つ を ， あ るい は未来に お い て有 して い るで あろ う属性 の 中の

一
つ を全面的に

提示する よ うな場合には ， 主格述語 を用い
， 部分 的に提示す る よ うな場合 には

，

造格述 語 を用 い る の で は ない か と考 え たの で ある
（3）

（図 3 ）。

図 3　 意味解釈 と格形式の相関の 可能性

ある A はB とい うカ テ ゴ リ
ー

に属す る

ある A はB とい う属性 を有 して い る

一 ⊂亟 ）
　 遇去 ・未来時制

一 （
一

　 造格述語
N．．．．．．．．．．．．．一 ）

　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　3

　以上 の こ とを踏 まえ ，
上 記仮説 に基づ い て

， まず文例（9）の 過去時制の 場 合 を

解釈 して み る こ とにす る 。

（10a） 0 ・ 6 … 1　y… Te ・・b ．

（10b）　 OH　6Hfi　yqmeleM ．

　 （10a）の 主語 名詞 ・H とい うの は ， 話 し手に特定 され たあ る男性 の 人物 を示

して い る 。 そ して ， 話 し手は この 人物 と何 らか の 関わ りが あ り， そ の 意味で 主

語対象 ・ H の 様々 な属性に 関する 過去の パ ー
ス ペ ク テ ィ ブ を 自分な りに持 っ て

い る 。

一 方 ， ygHTe 」b は ・H の 過 去 にお け る職種 を示 して い るが ， そ れ は ・ H

の
一

つ の 属性に す ぎない
。 しか しなが ら ， 主語名詞 ・H が連辞動詞 6Nn を通

じ， 述語 名詞 yq・iTenb が主格形で 結 ば れ る こ と に よ っ て ，
　 ygmenb 以外 の OH

の 属性は そ の 背後へ と押 しや られ
， 結果と して ygHTerrb とい う

一
属性の み が

最 前面 に押 し出 され る こ と にな る （図 4　｛
4）
）。 したが っ て ， （10a）で は ， 過 去 に

お け る OH の
．一一側面 を積極的 に提示す る話 し手の 強 い 主観性が 表 され ， 強調 の

効果 を生 む とい うこ とに な る 。

　で は， （10b）は ど うで あろ うか 。
こ こ で は ，造格述 語 yqKTeneM は主 語対象

一
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OH
図 4　Nn− Vcop．　past

− Nn．

　　　6bm

→

yTmTem ・

OE 　
＝

　 ymeJlb

。H の
一 つ の 属 性 を属 性 全 体 の

一 部 分 と して 表 して い る に す ぎ な い で ，

yqvaTeab以外 の OH の 属性 が そ の 背後へ と押 しや られ る こ と は な く， 主 語 OH

は様々 な属性 を備えた存在 と して そ の まま提示 され る （図 5）。 故に ， （10a）の

よ うに 述語名詞が 強調 され る よ うな効果 は生 じない
。

こ こ で は
，

・H とその
一

属性で あ る yuvaTeJ・b との 穏 や か な従属的関係が 示 され て い る だ けで ある 。 そ

の 意味で ， 話 し手は
， 過去 に お け る ・H の ygvaTenb とい う

一
つ の 側面 を単な る

事実 と して客観的に 示 して い る と思 われ る 。

OH
図 5 　Nn− Vcop．　past

− Nl．

　　6bm 　 　Y・IIITe πeM

　 　 　 　 　 　 　 　 　 r 　
−

　
一

　
一
　
■
　
■

　
凾

　
■
　
一
　
一

　1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 「　　　　　　　　　　　　　　　　　　 且

　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　　　　　　　　　　　　　　　　 1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 9　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 ロ

→ 驪 　　 i
　 　 　 　 　 　 　 　 　 臨　　　　　　　　 　　　　　　　　　 ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　　　　　　　　 　　　　　　　　　 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 』 　　嗣　 　＿　 　階　 　需　　一　 　齟　　隰　　一　 　一　　’

OH 　＞　ywnenb

　 と こ ろ で ， 人 聞 とい うの は ， 様々 な側面 か ら規定可 能 な各人 各様 の 属性 を

持 っ て い る と思 わ れ るが ， 理 論的に は ， その 属性全 体 を
一

つ の 集合 と見倣す こ

とが で きる
 

（図 6）。 そ して ，
こ の 属性集合は ， さ らに 同時性 と継起性 とい

う二 つ の 視点か ら捉える こ とが可 能で ある
（6）

。 す な わ ち ，

…
つ は ， ある

一
時点

に お ける 固定 され た 一定の 属性集合 ， もう
一ma一

つ は ， 時間の 経過 と と もに 集合の
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　 　　 　図 6　 人間存在の 属性集合

属 性集合 ： la，b ，　 c ，　 d，e ，
・・ ’° ’｝

構成 メ ン バ ー に多少の 変更が行 わ れ て い く変動的な属性集合 とい うもの を考え

る わ けで ある （図 7）。

図 7　属性集合の 同時性 と継起性

　 　 　 　 同時性

誼
撰

鞘
鞘冊

時　 間

継起性

　こ の 二 つ の 視 点か ら再度 （10a）（10b）を解 釈 して み る と ，
こ れ らの 文例 に は

文脈 は ない が
， 例 え ば ， 過 去 の あ る

一 時点 を示す
L‘
T ・rAa

”
とい う状 況語が 仮 に

あ る ， あ るい は な くともそれ を示す文脈が ある と想定す る 。 そ うす る と （10a）

（10b）は ， その
“
TorAa

”
とい う時点 にお け る OH の 属性 集合 の

一
構成 メ ン バ ー

で

あ る yg ”Tenb を全面的 に 提示す る か ， ある い は部分的 に提 示す るか と い う違

い と して 区別 され る n 逆 に ， も しその よ うな過去 の ある時点の 属性 とい うこ と

が文脈 に現れ て い ない
， ある い は 文脈 か ら判断で きない よ うな場合 には ， よ り

長期 的な時 間ス ケ
ー

ル か らみ た ・H の 変動 的な属性集合の
一

構成 メ ン バ ー で あ

る yqHTe・lb を全 面的に提示す る か
， あ る い は部分 的 に 提示す る か とい う違 い

と して 区別 さ れ る わ けで あ る 。

　そ れで は さ らに未来時制 の 文例 に 移 る こ と に しよ う。
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（11a）　　OH　6yAeT　yqHT θπ b ．

（11b）　　OH 　6y八eT 　yqHTeueM ・

　現代 1コ シ ア 語 の 未来時制で は， 文例 （llb）の よ うに 通 常名詞述 語 は造格形 を

取る こ とに な っ て い る 。 理論的 には
， 図 8 の よ うに未来にお い て 有 して い る で

あ ろ う ・ H の 属性集合の
一構成要素で あ る ygvaTeab を部分的 に提示 して い る と

解釈す る こ とが で きる 。 また ， 発話時 にお ける OH の 属性集合 に は
， 「教師」

とい う属性は当然含 まれ て い ない が ， 条件 的 に備 わ っ た属性 の 萌芽 は存在 して

い る と考え られ る （例 えば
， 教育学部の 学生 で ある

， 教員免許の 取得を 目指 し

て い る な ど）。 そ の 意 味で は
， 話 し手 は 未来 に お け る 。H の ygHTe ” b とい う

一

つ の 属性 を順調 に事が 進め ば 自動的に 確保 し得 る 可能性 と して 客観的 に示 して

い る と言 え る 。

OH
図 8 　Nn　 Vcop 、　future− Ni．

　　　6yneT 　 y・皿 TelleM

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 r 　
盥

　
一

　
一

　
闇

　
甲

　
噌
　
幽

　
一

　
一
　1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 8　　　　　　　 　　　　　　　　 　 瞎

　 　 　 　 　 　 　 　 　 駟　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

　 　 　 　 　 　 　 　 　 t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 曇

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　 き

→ 驪 　　 i
　 　 　 　 　 　 　 　 　 I　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■

　 　 　 　 　 　 　 　 　 嚀　　　　 　　　　　　　　 　　　　 1

OH 　＞　YtlrrreJlb

　一
方， 未来時制 に お ける 主格述語は

， 傾 向と して あ ま り使用 され ない だ けで

決 して 非文 とい うわ け で は ない 。 文例 （11a）は その 主格述 語が 用い られ て い る

ケ
ー

ス で ある が ， 主語 。H の
一 属性 で ある 四 Te 茄 が主格形で 置か れ る結果 ，

そ れ 以外の ・ H の 様 々 な属性 は脇 へ と追い や られ ， まだ実現され て い な い
， し

か も実現 しない 可 能性 を孕 ん だ， 未 来 に お ける ygnTeilb とい う属性 が全面 的

に押 し出 され る こ とに なる （図 9 ）。 その た め に yqUTeilb とい う
一

属性を最大

に 強調す る効果 を生 み 出 し
， 「彼 は 必ず教 師 に な る だ ろ う」 とい う将来の 実現

性 に対す る話 し手の 強 い 確信が表明 され る こ とに な る と思 われ る 。 ただ発話時

にお ける ・H の 属性の 萌芽は ， （11b）の 場合 とは質的 に異 な り， 単 に 条件的 に

備 わ っ て い る もの を指 して い る わ け で は ない
。

こ こ で は ， む しろ ・ H 自身が 本
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   eneHoro  fipunBopHoTo  My3NKaHTa,  zMeromero  paHr  BenmKoTo  K3Hve,  va

   TolhKo  KopAa  ee  lloaro6ml  My)lcgHHa,  CBo60nHIi{fi  oT  fiPeApaccYjlKoB  BocToKa,
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   cBoeM  qyBeTBe.  (aaBaKo Aplieeva, CTapmHHaH  lleeHH>
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   HenoBTopHMoli  apxvaTeHTypoE.  JIro6oBb K  npeBrmM  xpa)iaM  npuBvan  eta
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AvallxoMaToM 　a ），　Bo 　BpeMH 　BoitHbl 　aaHHMan 　nocT 　nepBoro 　ceKp θTapH 　B

π noHcKoM 　 npeAcTaBHTenbcTBe 　 B 　 oAHoH 　HeHTpa 丑bHoH 　cTpaH θ 胚 nepeA 　caMHM

KoH 耳oM 　BHe3anHo 　Ta1 旺 3a60JI θ丑 HyMep ．

　　（】3UyKo 　∬oMHH − a
，
　 qTo 　MaTb 　cTpa 皿 Ho 　ropeBa ∬ a　M 　y几MBafillacb 　KaK 　3To

Morao 　cayyHTbefi − BeAb 　KeHsKTHpo　6N∬　TaKoa 　3AopoBblfi 　 MylKquaat 、b）H

Tenepb
，　

KaK 　 To ∬bKo 　oHa 　BcnoMHHa ∬a 　 AfigR〕，　
B 　ee 　naMHTH 　Bcn 訌 HBa ∬ K 　3TH

c∬OBa 　 MaTePH ・

　　B 　oaMoM 　Ae ［ e
，　HoraMz 　6H 矼　yAHB 胚 T θ」【bHo 　8AopoBHM 　qe 皿 oBeKoM ，　c＞

3aHvaMaacn 　A3roAo 　e 珥 e 　B 　cpegHeH 　IHKo ∬e
，　

a 　B 　yH班 BepoHTeTe 　y衽監e 　MMen

TpeT 畷 AaH ．　OH 　BHex 跚 va3　HmH 四 KMecTy 　lla311ageHvaH ，　Kor 双a　Bo 舶 a　6硼 a

B 　caMoM 　pa3Pape ．　 CaUyKo 　c 　MaTepbK ｝　ロpHexailx　npoBo 江vaTb 　ero 　Ha

ToKH 煎cK 廂 BoK3a 涯．　 BoK3a 訌 6躙 e 珥Ba 　 ocBe 皿 eH ： B 皿 aoTH 　 BBeurH 　 npaB 服∬ a

cBeToMaGHHpoBKH ．（C3 重丁琶 ManyMoTo ．3eM 朋 一RycTlil矼H ）

働 一FocHo 几HH 　 T θpa 耳3HMa 几ocny7KHncfi 双o　 lloonaHHHKa ，　H 　 oqeHb ｝Ka 調b ，　 qTo

oH 　yMep 　TaH 　paHo ，　Be 耳b　ePO 　O ？KHAalla 　6丑 eCTH 珮 a 月 Kapbepa ．月 C 跚 ma 訌 、

　6y江To 　oH 　yMep 　cpa3y 　rIo　oKoHgaHHm 　Bo 血HbL 　Aon7icHo　6HTb ，
　He 　nepeH θG

　Hopa ｝K θHHH 月nOHZH ．

− Mo7iceT　6HTb
，
　Mo ，KeT 　6HTb 厂 llpo60pMoTan 　My ）KqHHa ．

一
｝Ka 」b ，　 POBOpfiT ，　 OH 　 6硼 OqeHb 　 CnOG 。6H翩 A 跚 OMaT ．　 HaBpHA 雌 TyT

　lloHBHTcH 　e 斑 e 　HovAa −HH6y μb　TaKo 藪 BHAaK ｝エロn 血c ∬ 9exoBeK ．

　My りK ・IHHa 　corJacHo 　KHBHy π　ro ユ oBo 擁．　（（】θ 血丁 6　MaqyMoTo ．　 3eM ∬∬
−

　llyCTNHfi）

　　（1加雛4は ， 過去 時制 の 文例 で ある が
， まず（12）は ， 日系ア メ リカ 人二 世の 譲治

と結婚 した た め に
．
大検校の 老父か ら勘 当 され る に到 っ た娘邦枝 の 心理描写が な

され て い る 地 の 文で ， 「二こ二世」 とい う名詞句 が造格 に な っ て い る 。 こ こで は譲

治の 「二 世」 とい う
．．．・

つ の 属性があ くまで も一属性 と して 客観 的に提示 され て

い る と見倣 され， こ の 文 に お い て 強調 の よ うな効果 は全 く感 じられ ない
。

　　次の   も地の 文で ある が ，
こ こ で は 奈良の 唐招提寺 を訪れ た節子 の 死ん だ叔

父顕
一・
郎に つ い て の 回想 とその 人物描写が なされ て い る 。 まず下 線部 a）は ， 在

外公館の
一
等書記官 と して 任務 を全 う し

， 他界 し た顕
…

郎の 外交官 とい う
一

つ

の 属性 を造格述語に よ っ て 部分的に提示 して い る と解釈 され ，働 と同様 に感情

を抑 えた 語 り手の 客観的 な記述 とな っ て い る 。 そ れ に対 して 下線部 b）は
， 節
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子の 母 自身の こ とばで ある が ，主 格述語が 用い られ る こ とに よ り， 「頑丈 な身

体 の 人」 とい う顕一 郎の 別 の もう一 つ の 属性が最前面 に押 し出 され
， そ の 属性

が 強調 され る効果が 生 じ，節子 の母 の 強い 主 観性が 込め られ た表現 に なっ て い

る 。 そ して 下線部 c）で は
， 語 り手が顕

一
郎の その 偉丈夫な側面 を造格形 で再度

表現する こ とに よ っ て 節子の 母 の発言が 単 なる主 観で は な く，客観 的な事実で

あ っ た とい うこ とを示 して い る 。

　　文例（14は ， かつ て顕
一
郎の 一E司で あ っ た寺 島公使の 墓参 りに訪れ た男 に お 寺

の 住職が 同公使の 話 を して い る 場面で あるが
， そ の 下線部 で は述語名詞 が 主格

．
形で 表され て い る 。 故 に

， 同公使 の
一・

つ の 属性 で ある ・mc ・6HNfi　AKnn ・MaT が

全面的 に提示 され て い る と解釈 され る 。
こ こ で は

， 衂 の 下線部 a）の 造格述語の

場合 とは対照的に
， 公使の 他の 属性 に つ い て は ほ とん ど何 も関知 して い ない と

は い え ， 話 し手で ある住職の 側か らの 主観的な評価が は っ きりと感 じられ る 。

　　次 に未来時制の 文例 を見 て み る。

  一Hy　n ・Bep ・Te 凪 e 　MHe ！He　H θT ・ c 脚 跚 卜 丁 ・n ・c 凪 eH 耶 H 珊 peceKa皿 c 矼

　　　　　oT 　HallpfiH ｛eHuH ．　KMpmxo 　KxBHYJa
，　u　｝KeH 皿風MHa ，　yB 皿AeB 　θTo ，　皿 MpoKo

　　　　　paCKPH 訌a 　 r ∬a3a ・

　　　
− Ec 」IH　 MeHH 　 Bano 耳03P ∬T

，　 Hpo 皿ly 　 Bac 　 6LITb　 oBHAeTefibHlillefi
，

−
oHa

　　　　　noTpHoJla 　KvapMKo　3a 　nJleqo ，

　　　
− BoT　 He 　 noBe 麗 o ！月 HpHm 扛 a

，
　 K　 HecqaoTbm

，
　 cpaBy ｝Ke 　 nocne 　 y6賑 觚 H ．

　　　　　TonbKo 　BH 　Mo ｝KeTe 　Me 朋 cnacTH ．　CKa ｝K 班Te 　HenpeMeHHo ，　KaK 　Bac 　30ByT ．

　　　　　3anax 　 KpoBH 　 cMemHBallofi 　 c 　 3afiaxoM 　 AoporHx 八yxoB ，　 vacxoA ”B 皿 Hx 　 oT

　　　　　3TOM ）fCθHIIIKHIil ・

　　　
− GKa ｝Ky 　H　BaM 　cBoe 　HMH 』 eBHAeTeabHHIIe 貢 6yAy

，

−
HaKoHell 　3aroBopHna

　　　　　KvapffKo．（GgfiTb　MaqyMoTo ．Φπar 　B　TyMaHe ）

（16）　
− TyT 　oHa 　 y　Me 册 ooBc θM 　KaK 　BH 厂 llonTBepnK π　XavgoKa ．− PoToBa

　　　　　Bo31iTbcfl 　 c　 co6aKaMM ，
　 c　 Ko 皿 Ka 剛 ，

　 c　 nT 四 KaMH ．　 MN 田 H　 Hac 　 Ha 　 KyxHe

　　　　　AoHvaMaH ）T ，　Ta ｝匸 oHa 　He 　AaeT 　mx 　TpaBHTb ，3Haemb ，
　no −MoeMy

，
　 y　Te6fi 　3Ta

　　　　　oTpaGTb 　e 珥 e　G 班 nbHee
，
　ueM 　y　X 胚pao9−GaH ．

　　　
− AqTo

，
　H 　aro6nro ，

氏orAa 　MH 皿 Kn 　nlyp 皿 aT ，
　oHu 　c π aBHble ．

　　　
− BoT 　H 　H　 roBopK ［： 3HaqvaT

，
　 BH ［06paH ．θTo 　Boo6Hle 　TaK ： ecJH ）KeHr ［IMHa

　　　　　｝KvaBoTHEIx 　H θ llro6vaT ，　To 　HHqero 　xopomePo 　oT 　Hee 　He ｝KAx ．』 X 即 ac3

　　　　　0nHTh 　npvaHHJcfi 　yPoBapHBaTb 　 PocTeH 　3aHfiTboff 　ffHcoBoAcTBoM ： yBao 一
耳e
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TaKaE 　cyHpyPa ，　3aMeqaTenbHafi 　6yAeT　HoMo 皿 Hvaqa ．　〔H θKo 　HoraMM，

JlvaOH）

　文例（15＞は ， 殺人直後の 現場 に 立 っ て い た女 とそ こ にあ とか ら来 た桐子 との対

話で あるが ， 下線部 の よ うに桐子 自身が そ の 女の 証人 に な る と発言する とこ ろ

で 造格形 CBmAeTeilbHMqePt が 使 われ て い る 。 した が っ て ，
こ の 文例 は，現場 に

偶然立 ち会 わせ た とい う桐子の 証人 と して の 前提条件の み を念頭 に置い た発話

で ある と考えられ ， 話 し手で ある桐子 は未来 にお け る 自身の CBMIIeTenbHqa と

い う一一属性 をあ くまで も単なる可能性 と して 示 して い る にす ぎない と解釈され

る 。

　そ れ に対 して 文例q は ， 転地療養で 東京の 会社 を退職 し， 田舎 に移 り住 んだ

萩岡夫婦 に そ の 土 地の 平瀬 とい う男が狐飼い を勧め る 場面で ある が ， そ の 下線

部で 萩岡の 妻芳子 に つ い て
“

3aMeqaTe 服 laH 　6y畑 T　noMomHHqa
”

と主格形 で 述

べ て い る よ うに
，

3aMeqaTefihHafi 　 n 。 M 。mHuaa とい う芳子の 未来 にお ける
．一

つ

の 属性 を全 面的に提 示 して い る と見倣 され る 。 故に ，
こ こ で は，属性 の 萌芽 と

して 芳子が 本来的 に備 えて い る資質が考慮 され ， 単な る可 能性 と して で は な く，

「彼女な らば
， 間違い な くすば らしい 助手 に なる だろ う」 とい う平瀬の 強い 確

信 が現 れて い る と思 われ る 。

　と こ ろ で ， 現代 ロ シ ア 語の 現在時制にお い て ， 動詞 6NTb の 現在形 eCTb は
，

連辞 と して 様 々 な事象 に 定義 を与 えた り， ある い は 一
定の 判断を示 した りす る

場合 な どに用 い られ る こ とが あ る が
，

そ の よ うな場合 に も，
上 記仮説 を適用す

る こ とが で きる よ うに 思わ れ る 。

（幼 K ・ r双ae ・・ BH3 ・a渊 H ・ A・np ・cBn ・∬・脚 ， HH 魄 A 。 n 。6。 e耳。e 。 H

　 3a 即 o ｝Kau ．　no6eceAoBaB 。 H 刪
，
　llonHll 劬 cKHe 　Ta 重Ho 　B3 册 H 　ero 　oT 矼eqaTK 跚

　 cBepHrm 肱x　 G　 oT 矼 eqaTK 鋤 胚 Ha 皿 Ka Φy ．　 OHH ロ09HocTbro 　 coBn 跚 H ，　 B 聞 o

　peE 【eHo ，　qTo 　HHaPHAa 　胚　ocTb 　npecTynHzK ．　B3月nva　oP 耳ep 　Ha 　apecT 　H

　 3a ｝CJIH）qHJI1 工 ero 　no 鼠 CTpa ⊃KY ．

　　Ha　GneAcTBMH 　HHarH 耳a　oTpH ロaJl　GBoK 夢 B 狐 Hy ．（Ca 虚丁 6　MaHyMoTo ．Φπ ar 　B

　 TyMaHe ）

　文例砌 は
， 老婆殺人事件の 容疑者 と して逮捕 され た小 学校教員の 柳 田正夫 に

関する 新聞記事の 文 で
， その 下 線部 は警察当局の 判断で ある

。
こ こ で は ， 図io
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の よ うに柳 田の rrpeCTy ・・｝・m ｛ とい う
一

属性 を連辞動詞 eGTb を通 じて全 面 的に

提示 して お り， 「柳 田が 犯 人以 外 の 何者で もない 」 とい う捜査本部の 強 い 確

信 ・断定 の ニ ュ ア ン ス が現れ て い る
（9）

。

図 10　Nn − Vcop．　pres。nt
− Nn，

HHar 觚 a

　 　 I　　　 　 l　　　　 『

　 　 匡　　　　 1　　　　 1
一
　
凹

匚
曽
　
一
　7　

冒
　
曜
1
一
　
寫

　 　 1　　　　 1　　　　 1

＿　＿酢■　＿　亠　一　藺
　　・　 1　　 鑞

撹

　　 l　　 I　　 黙 慧一
　
一
i
一
　
榊
　r　

■
　
−

　 　 l　 　　 　 I　 　 　 1

H 　eCTh

→

IlpeCTma

鑞轟
　 　 　 v ハ　　 　　　　　 　　　　 　　 む　　 む

鑾萎 鼕
蜘 a 　

＝

　 gpeCTyma

（1魯 BpyKono ｝KaTHH 　 ollva　 ou コ〔yTHJIva　 cHnLHyH 〕 xBaTKy 丑 aJlb 皿eB 　 Apyr 　 APyra 　 M

　　MrHoBeHHe 　noMepHJIHch 　BslAep 丑cKo 班 ．

　　　− OI・o
，
　ynfii6Hyilofi　HBθ TyxHH

，

− BLI　gTo
，
　PllMHaoTHKofi 　3allHMaeTecb ？

　　　＿HeMHo7fcKo … fl　Bac 　y3HaJI， 一BqPyP 　noKPaGHeJI 　KvaPHnn．

　　　NAa ？　− no π ycHPocHJI　Erop 　HaBaoBuq 　o 　TeM 　MHMoneTHblM 　no 　BHAy

　　　　　MelcpellllHM 　HeAoyMeHvaeM
，　c　KaKvaM 　aKTepH 　AHBfiTcfi　cBoeH 　zsBeeTHQcTx

　　　　　H 　KoTopo θ　八〇 n ｝KIIo 　o3HagaTb 　
−
　qTo 　｝Ke 　B 　HMx

，　B 　aKTepax
，　HaxoA 別T

　　　　　cToJIb 　 sa “iegaTellbHoro ，　 9To 　 Bce 　 Hx 　 311amT ？　− BH 　 Ho6eper 羅Te

　　　　　AeBqoHogKy ，　 HoKyAa 　　eva　 yPpo ）KaeT 　　po湾vaTe ” h ，　
− c 　　AeJMI ｛aTHocTbKo

　　　　　nepeMeHnn 　oH 　pa3roBoP．− a” aBHafi 　AeBqoHoqKa ，　rrpaBAa ？

　　　− HoTBeAy 　ee 　K　HaM ．　 y 　MeHH 　MaTb 　3Aecb 　yuHTenbHmllefi．（KOHCTaHTm ・

　　　　　Φ eA 班1｛．　IlePBE【e　paAOCTH）

　　また現在 時制で連辞動詞が な くと も， 特に 口 語で は時間的限定 ， ある い は 空

間的限定 を示す状 況語 を加 える と， 造 格述 語 の 使用 が可 能に なる こ とが
一般 に

知られ て い る が ，
こ こ で も仮説の 適用が 可能で あ る ように思 われ る 。 例 えば

，

文例国 は ， 酒 の み の 父親 に つ か まる まい と必死 で 逃 げて い る幼 い 娘 AH 。 9Ka を

偶然目に して
， 小学校の 中庭 に こ っ そ りと通 して救 っ て や っ た技術専門校生 キ

リル とや は り彼女 を助 け よ うと思 っ て い た舞台俳優 ッ ヴ ェ トゥ
ー ヒ ン との会話

で あ るが ， その 下線部の キ リル の 発言 は
，

そ の 発話時点に お ける彼の母親の
一．一
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定の 属性集合 の 中の yumellhHmua とい う一 つ の 属性 を 3geeb とい う空 間的 な

限定 を与える こ とで
， そ の 属性が全面的 に で は な く， 部分的 に提示され る と解

釈す る こ と が可能 なわ けで ある
く10）

（図 11）。

　　　　　　 図11　Nn− Adverb （time ／place）
− Ni．

yMeHSI 　 MaTb 　 　 　 yqmenbHmleti

　　　　　　　　　　　唾 ）「
… … 一

｛
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 l　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 コ

　 → 驪　　 i
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 l　　　　　　　　　　　　　　　　　　 酔

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　 肆

yMeHfl 　 MaT5 ＞ ymeJXbH 田 la

　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 お わ りに

　以 上 ，人 を表す 名詞が主語 と述語 に 立 つ ケ ー ス に 絞 り， 仮説に基づ い て 主 格

述語 と造格述語の 意味的機能の 問題 を検討 して きたが ，
こ の 仮 説が名詞述語 に

お ける 意味的機能の 相違 を構造的に解釈する
一

つ の 説明 と して 有効 で あ る こ と

が示 されたか と思 わ れ る。 最後に本稿の 考察か ら明 らか に され た ， 名詞述語 の

二 つ の 形式 と
， 意味 的機能 意味的評価 ， お よ び意味的機能との 結びつ きやす

さか ら生 じる
， 傾 向と して の 意味的特徴 との 関係 を表で 簡潔に ま とめ て お く

（11｝
。

〈ii曁〉

名詞主格述 言吾

名詞造格述 語

意味的機能 意味的評価 傾向 と して の 意味的特徴

全 面的提示機能
　 主観的評価

（強調 確 信 ，断定）

恒常的特徴，本質的特徴，絶対的

特徴

豐 塑轡1、

客観的評価

一
時的特徴，非本質的特徴，相対

的懺 　　 二⊥ 」　　　　　　　　「7一一一　　　　　　 ヒπb〒

　尚，
上 記仮説が

， 現実の 様 々 な テ キ ス トの 中で どの 程度 まで 適用 可 能か とい

う問題 につ い て は ， 幅広 い テ キ ス ト素材 か ら数多くの 文例 を抽出 し， さ らに詳

細 に 検討す る必 要が あ るが ， そ れ は今後 の 課題 と したい
。
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＊　本稿 は
，

1996年度 日本 ロ シ ア文学会総会 ・研究発表会 （10月19 日， 創価大学）にお

　い て
， 同題 目で 行 っ た口 頭発表 に加筆 ・修正 を施 した もの で ある 。 また 本稿 は， 日本

学術振興会特別研究員制度及 び 平成 8年度文部省科学研究費補助金 に よる研究成果 の

　 部 で ある 。

注

（ユ） 70年文法 で は
， 造格述 語の pery朋 pH・cTb （1

”
paMMaTuKa 　70

， 585）， 80年文法 で は ，

　 ・6・・9H 。cTb ，　HefiTpafibH ・GTb （PpaMMaTHHa 　80
，
283−284），

ア カ デ ミア 文法で は
， ・IMTe −

　paTyPH 。CTb が指摘され て い る （AKaAeMMfi ， 722｝。

  　我 々 はすで に名詞述語の 意味的機能 につ い て 予備的 な考察を行 っ て い るが ，そ こ で

　 は ，「全面的同定機能」 と 「部 分 的同定機能」 とい う用語 を用 い た （臼山， 109）。 本

　稿で は
， 米重文樹教授 の 貴重な御助 言に よ り，語中の 「同定」 を 「提示」 に改め た 。

（3） 主格述 語 と全面 的提 示機能の ， また造格述 語 と部分的提示機能の 論理 的相関性 につ

　 い て 少し言及 した い
。 主格形の 最も重要な機能の

一
つ は対象 を直接的に名付ける 「命

　名機能」で あ るが ，あ る意味で は その 命名 され た名詞 は
， 文 にお ける 地位が示 され て

　 い な い 「全体格」 と して
， 名称 の カ テ ゴ リーと して の 枠組み全 体を捉え た もの と見倣

　すこ とが で きる 。 した が っ て
， 主格主語名詞 と主格述語名詞を連辞動詞 6HTb の 活用

　形で 直接 的に繋 ぐこ とは，言わ ば 自立的なカテ ゴ リ
ー

で ある名称の 枠組み 全体同士を

　同等な関係 で 結ぶ こ とに なる と思 われ る 。

一
方，造格形は ，連辞動詞 6ilTb の 活用 形

　 と造格 述語名詞か ら成 る合成名辞部分が 「〜と して ある」 と解釈される よ うな対象存

　在の 様態 を表す表現形式で ある と考える こ とがで きる 。 つ ま り， 対象存在の 様態 とい

　 うの は ，主語女橡 に 存する属性全体 の
一

側 面 に他な らず，所 字の 属性 を全体 に お ける

　
一

つ の 部分 と して 示 して い る と言えるわけで あ る。 ただ し，こ の造格述語に よ る部分

　性 は
， 部分生格の それ とは 質的 に異な っ て い る 。 基 本的に は，前者が 属性の 全体集合

　 にお ける部分集合 として の 部分性 を表 して い る の に対 して ，後者は ある全体量 の 中の

　
一

部不 定量 として の 部分性 を表 して い る と思わ れ る 。 尚 ， 「命名機能」 と 「全体格」

　 に関 して は，Jakobson （1936／71）を参照 。

（4） 図 4 に つ い て は ，山口巌氏の 御助言に よ り， 当初の もの を 部 改めた 。

（5） 浦井康男氏 は
， 普通名詞 の 対 象化 と概念化 （浦井，1976， 34−37）とい う観点か ら

　同定構文 を解釈す る独 自の モ デ ル を提出 し ， その 中で対象化 され た人間を表す普通名

　詞 が入 間 を示す概念の 無 限集 合 を持つ こ とを指摘 して い る （浦井，1978，5−7）。 また
，

　我々 とは異 なる視野 か ら主格述語 と造 格述語の 問題 を詳細に検討 し て い る 山口 巌氏 も，

　対象 と対象 を指示す る概 念 の 関係 を集合 として捉 える見方 を示 して い る （山口
，

107）。

〔6）　 「継起性」 とい う視点は米重教授 の 御教示 に よ る 。

〔7） こ の よ うに 未来時制の 主語名詞にお ける所与の 属性の 萌芽は ， 造格述語 の 場 合 には，

　そ の 属性 を獲得する た め の
一

定の 前提条件 の 保持 を示 して お り，一
方 ， 主格述 語の 場

　合に は ，主語対象に本来的に備わ っ て い る
， 所 与の 属性 に相応 しい 資質 を指 して い る

　 と考えられ る 。

（8） 文例は 基本的に 口本の 文学作品の ロ シ ア 語版か ら引用 した もの で あ るが， ロ シ ア語

　と して不 自然で あ る と感 じられ る箇所 は別段 見 当た らず， また文体 Lの個性 も翻訳者

　に よ っ て 程 よ く抑制 され て い る の で
， 本稿の 課題 を検討する に際 して ，特 に問題は 生

一一136

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association of Russian Scholars

NII-Electronic Library Service

Japanese 　 Assooiation 　 of 　 Russian 　 Soholars

　　じな い と思 われる 。

（9） ただ し ，
こ の 文例は ， m　eCTb の u を省 くと非文 に なる （ア レ クサ ン ドル ・デ ィ ボ

　　フ ス キ
ー

氏，森俊 一
氏の 御教示 に よる）。

（10） イ ン フ ォ
．一

マ ン ト （MHHueHKO 　A ，　X．，44　vo π a ，　aKTep ，　MOGKBug ） に よれ ば， こ こ で

　　の 造格の 使用 は pa6。TaeT の 省略に よ る もの と考えるこ ともで きる が ， 省略で は な い

　　口語文 と見倣すこ と も可能で あ る 。

（11） 全面的提示機能お よび部分 的提 示機 能か ら必 然的 に現 れ
．
る主観的評 価お よび客観 的

　　評価 とい う意味的評価 は ， 合成名辞述語の 内的意味構造 と外的機能 を検討 した米重教

　　授の 結論，すなわち，主格述語構文が 「話 し手に よ っ て与えられ る世界」 を表し，造

　　格述語構文が 「対象それ 自体の 与える 世界」 を表す とい う解釈 （米重 ，
1 −13）と内

　　容的基礎 にお い て 完全 に
一

致 して い る 。 また，名詞述語 にお ける主格 と造格の選択が

　　主 語名詞 と述語名詞の 語彙の 意味容積の 関係 に よっ て決 まる とい う松川秀郎氏の 説明

　　は （松川，27−39），我 々の 立場 とは大 きく異 なるが，結果的に は，論理的に主格述語

　　が 主観的評価 を，造格述語が客観的評価 を表す と解釈 され る点で 共通 して お り，極め

　　て 示唆的で ある 。
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KBonpocy 　o　ceMaHTHqecKmx 　abyHKIIKfix　HMeHMTenbHoPo 　H　rmopHTeJIhHoro

HpeAHKaTHBIIoro 　HMeH 　cY 珮 ecTBHTe − bHLIx 　B　coBpeMeHHoM 　pyccKoM 　H3HKe

Tocmio6y 　yCyHMA

　　　KaK 　 maBeCTHo ，
　 KO 珥 a　 B 　 T ．　 H ．　 HMeHHOM 　 COGTaBHOM 　 CHaByeMOM 　 raaPOnbHan 珊 OTb

朋 册 eTCA 即 0 皿 en 皿 G 亘 fPOpMOfi　 CB 月 3 翩

‘‘6blTh”，　 a　 HMeHHaH 　 qaCTb 一
購 eHeM 　 Gy 叫 eCTBM −

Te 」・bHHM
，
　 To 跏 eeTcH 　 Bo3Mo ｝KHocTb 　 BN60pa 　 AByx 　 Bap 湘 IIT 。 B　 na μ e ｝KHofi 　 OlopMN：

MMe 翩 TenbHblfi 　 Knff　 TBopHTeJlbHN 訪　 na 夙e 爪 ．　 B 　 coBpeMeHHoM 　 aHT θpaTypHoM 　 fieNKe

3aMeqaeTc 矼　npeo6mallaHne 　ylloTpe6neHufi　 TBopKTelbHoro 　npeAHKaTxBHoro 　（Tn ）　Ha 双

HMeHHTejlbHErM （Hn ）．　 A 　 o　 lieTopliuecKofi 　 ToqKH 　 3peHvafi 　HH 　 no 朋 MllGH 　paHL 皿 e ，　 qeM 　 Tn ，　 a

Tn 　 llpeAcTaB ［ HeT 　 Go60fi 　 cpaBHHTe π bHo 　 HoBoe 　 fiBJeHHe 　 M 　 Hagancfi 　 皿 upoHo

pacnpocTpaHfiTbGfi　npHMepHo 　co 　BToport 　nonoBHHEI 　i　7　B θ Ka ．

双oolix 且op 　 MHoPHMH 　 HGc 皿e μoBaTe 」HMM 　 paGGMaTpMBaaHcb 　 p肥 nvaqMH 　 ceMallTMuecEvax
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opyHecqlirt Me)IcAy  AByMH  tpopMaMII oKa3yeMQro.  Bo MHorHx  onygaHx  Ha3BaHHHe  pa3n-ua
BocupuHllManli  KaK  pa3Huay  ceMaHTxgeoHMx  npllBHaHoB,  rrofiBnfipmIqMxefi  B  KoMfioHeHTax

"MeH  OYMeCTBMTenhHblX:  llOeTOHHHhlfi/BPeMeHH5Ifi,  CYII[eCTBeHIIblfi/HeeYIIIeOTBeHHbJrt,

a6ooJmTHblfi/oTHoczTeJbHhlrt  "  T.  ".

   Ho  B  cBeTe  fisNKoBoro  ylloTpe6neHHfi B  neitoTBHTenbHoeTli  ogeHb  Mauo  llpuMepoB,

KoTopliIe  Mo)icHo  o6McrmTb  e  yKa3aHHHx  TogeK  BpeHHfi.  IIo HameMy  MHe!mn  npe)mme

saMegaH"H  o6oBHaualloT  He  cTonbsco  eaMy  cylllHOeTb  ceMaHT"gecKux  opyHKqMB e6eux  fpopM
npeAwEaToB,  eKexbKo  Heecvae  TeHnennHu,  Be3HuKmme  B  MMeHHe  oBfieva  e sTou  cymHoeTbro.

"ogToMy,  npuHHMaH  B  paegeT  eTpyKTypy  AaHHopo  Tmna  "pegllo}fceHmH,  a  TaK7Ice  THHffe

lpaKTopN, KaK  xapaKTepHble  rrepTBI  cBA3Kn,  ueKcHuecKue  3HageHmfi  nonile)rcamero-  va

eKaByeMoro-eymecTBureabHoro,  BHyTpeHHe-JIorliqecKyK}  KoppenfillMK)  Me?KAy  rropalejHaurvaM

"  oKaByeMblM,  ooo6eHHoeTu  naAe?KHhlx  epyHHqnt llpeAKKaTMBHoro  cylqecTBuTenbHoro  ut xp.,

Mbl  BhrgBnHyn"  cnenyromyro  runoTesy:  oymHocTb  oeMaHTrmecKoft  epyHKnHM XH  3aKnlogaeTost

B  djyHKqliu o6Igero  fipeAcTaBneHHH,  KoTopaH  cBfiBE[BaeT  ne  oAuaaKoBort  rraAe}KHofi  opoppte
KoHKpeTHblrt  o6seKT,  Bmpa?"aeMut  noAJe}KamifM-eyzaeoTBxTeilbHslM,  m  ero  aTp"6yT,

Bhlpa"{aeMEIfi  eKaByeMHM-CylqeCTumenbHHM.  A  cylqHocTb  eeMfillrurrecKofi  tpyH"qvax Tfi

BaKaK}gaeTo"  B  opyHKRHu gaeT"gHopo  npe[eTaBJeHufi,  KoTopaE  cBfiBblBaeT  B  Buze

llOngHHeHHOti  OBH3n  KOHKPeTHilfi  06tsel{T,  BErPa?KaeMEIfi  rrOnlle}iCalllMM-CYMeOTBMTenb}IblM,  M

ero  aTpK6yT,  ]Npall{aeMErfi  eKa3yeMNM-oymeeTBvaTeabHfiIM.

   B peByabTaTe  noApe6Horo  

'paeoMoTpeHMfi
 va aHanxBa  pa3HNx  npxxMepoB  B  HoHKpeTHoM

KoHTeKcTe  HallIa  pulloTe3a  oKaBanaeb  AoeTaTogHo  3djopeKTmaHofi  nnfi o6sficHeHma  pa3HvallH

eeMaHT"yecKMx  epyHKqHn Me)KAy  vafi M  Tn  Bo  Boex  Tpex  HpeMeHa.y..  BoHee Toro,  oKaaanoeb,

gTo  Mo)KHo  o6sHcHHTb  nopugeoKyto  cBH3b  naHHon  rMnoTe3H  c  npe)lcHliMm  fionojlceHxHMz.

Ecnm noKa3aTb  cooTHomeHMH  Me}lcny  nByM"  epopMaMg npeAuKaTKBHliIx  cymecTBmeabHslx  va

ceMaHTugeeKuM"  ipyHKnHfiM", oneHHaM"  n  npuBHaKaMli  B  Buge  TeHneHuzn,  To  lloxygaeTofi

cnenyroulafi  Ta6filiqa:

ceMamvagecKafi eeMaHTuaeOKvaempM3HaKM

coYHKUZH
ceMaHTvaHeoKaAoueHHa

BBMAeTeHKeHllUH
'

vaH
e6mee

ey6]eKT"BHafiollellKa

({nOeTOEHHblM}}

`{cymeeTBeHHBIfo}

llpelloTaBlleHvae
t(a6coJroTHliirt}}

{(BPeMeHHNpt>)

gaoTvagHoe

Tfi o6se"TzBHafioueHKa {tHeCYIIXeCTBeHHNdi"

npencTaBneHife v
<(OTHOe"TeUhHblva}>
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